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 ３．論文題目 

 自閉スペクトラム症児を対象としたビデオ教材を利用した教育的介入方略に関する研究  

     ―ビデオヒーローモデリングの適用可能性と適用条件の検討― 

 

 ４．審査結果の要旨 

 

 学校教育実践学専攻学校教育臨床連合講座 髙橋彩 から申請のあった学位論文について、兵庫教

育大学学位規則第１６条に基づき、下記のとおり審査を行った。 

 

 論文審査日時：平成３０年７月１４日（土） １３時００分～１５時１０分 

     場所：兵庫教育大学 神戸ハーバーランドキャンパス 会議室 

 

 １．学位論文の構成と概要 

 

本論文は、自閉スペクトラム症（以下、ASD）の特性の一つである「強い興味の対象を持つ」を生

かしたビデオヒーローモデリング方略の適用可能性と適用条件について検討したものである。 

 

第１章 緒言 

本章では、ASD 児の社会・コミュニケーションスキルや学業スキルの獲得、あるいは問題行動の減

少に対する指導方略としてビデオモデリングが用いられていること、その背景には、ビデオモデリン

グは ASD児の認知特性と親和性が高いという共通了解があること、科学的根拠に基づいた実践の一つ

としてビデオモデリングが認定されていることを述べた。その一方で、過去の研究では、ビデオモデ

リングのみでは行動改善が認められなかった事例もいくつか報告されており、ビデオモデリングを利

用した介入効果を安定して得るにあたって、どのような条件下であれば効果が期待できるのかについ

て更なる検討が求められていることを指摘した。 

 

第２章 ASD児に対してビデオモデリングを利用した先行研究の概観 

 本章では、ASD 児の行動改善のために他者又は自己モデルによるビデオモデリングを実施し効果を

検証した先行研究を分析し、ビデオモデリングの効果に関与する要因について検討した。標的行動を

生起させたとしても本人にとって価値ある結果が即時に伴わない場合、あるいは他の行動を生起させ

た方が標的行動を生起させるよりも本人にとって価値ある結果が得られる場合にはビデオモデリング

の効果が限定的となる可能性があることを指摘した。 

 



 

第３章 ASD 児に対するビデオモデリングを利用した介入の効果に影響を与える要因の分析と本研究

の理論的背景 

本章では、ASD児の模倣能力について調査した先行研究を分析し、その知見を利用して、効果的なビデ

オモデリングを考えるための枠組みを提起した。模倣という現象が生じた時に必ず伴う結果事象として

「モデルと同一になる」があること、模倣研究では「モデルと同一になる」ことが ASD 児にとって価値

の低い事象であると言われていること、しかしながら、そのモデルとして ASD の特性の一つである「強

い興味の対象を持つ」を利用すればモデルと同一になることが彼らにとって価値を帯びることになり、第

２章で指摘した問題点を克服することにつながるということ、この考えを具現化させるビデオモデリング

として「強い興味の対象」をモデルとして使う「ビデオヒーローモデリング」が位置づけられるというこ

とを述べた。 

 

第４章 ビデオヒーローモデリングを利用した行動変容の実践研究 

本章の第１節では、テレビアニメの主人公を演じる姿が日常生活において頻繁に見られた ASD 児に対

するビデオヒーロー（アニメの主人公）モデリングの効果を検討した。トイレ場面で求められる行動の中

から４つ（上靴をそろえる、臀部を隠して排泄する、シャツを入れる、手を拭く）を標的行動として選定

し、行動間の多層ベースライン法を用いてビデオヒーローモデリングの効果を調べた。その結果、どの行

動もビデオヒーローモデリング導入直後に著しい改善が見られただけでなく、モデルのしぐさそのもの

（手を拭くときに背筋を伸ばす）を模倣したり、標的行動以外の適切な行動（無秩序に置かれたトイレス

リッパをそろえる）を示したりする様子も確認された。効果が確認された後、標的行動を示している対象

児の傍らにアニメの主人公が現れ対象児を褒める様子を描いたビデオを作成し視聴させると、成績のさら

なる向上が確認された。 

第２節では、昆虫の形態や動作を模倣したり、昆虫の飼育に熱心に取り組んだりしていた ASD 児に対

するビデオヒーロー（昆虫）モデリングの効果を検討した。朝運動場面で必要とされる４つの行動（ウォ

ーキング、ランニング、体操、パラバルーン）を標的行動として、行動間の多層ベースライン法を用いて

ビデオヒーローモデリングの効果を調べた。その結果、ビデオヒーローモデリング導入直後に標的行動の

出現が初めて確認されたものの、成績にばらつきが見られた。その結果を受け、対象児が標的行動を示す

傍らに昆虫が現れ、対象児を褒めつつ、対象児と共に標的行動を示す姿を描いたビデオを作成し視聴させ

ると、標的行動が安定して出現するようになった。 

第３節では、擬人化された模型機関車を特定の角度から眺めたり、走らせたりすることに興じていた

ASD児に対するビデオヒーロー（模型機関車）モデリングの効果を検討した。立位式便器の利用を標的行

動としてビデオヒーローモデリングを導入したが、標的行動は一度も出現しなかった。一方、立位式便器

に模型機関車が走る映像を映し出し、それに向けて排尿するように働きかけると正反応が出始めた。さら

に、正反応の出現に伴って模型機関車を便器に映し出すようにすると、立位式便器の利用が安定して見ら

れるようになった。 

第４節では、テレビアニメの主人公について頻繁に話をする姿が見られた ASD 児に対するビデオヒー

ロー（アニメの主人公）モデリングの効果を検討した。本事例の対象児は、個別に呼び出されてビデオを

視聴することに対して否定的な態度を示したため、「室内では上靴を履く」ことをクラス全員の標的行動

として、クラス全員に人気のあるアニメの主人公が登場するビデオヒーローモデリングを全員で視聴する

形式で実施したところ、標的行動の生起において著しい改善が見られた。 

４つの実践研究を総括し、モデルとして使用される ASD 児にとっての「強い興味の対象」と間で、彼

らが日常的にどのような関係を築いているかによってビデオヒーローモデリングの効果が変わり得ると

いうこと、ビデオ視聴の様子や標的行動出現の推移を見ながらビデオの内容や提示方法を適宜変更するこ

とが大切であることを述べた。 

 

第５章 ビデオヒーローモデリングによる効果が期待される児童生徒を特定するための手段に関する

検討 

本章第１節では、ASD 児にとっての「強い興味の対象」からの称賛が好子として機能するのであれば、

その興味の対象をビデオモデリングのモデルとして採用した場合にモデリング効果が期待できるのかに

ついて実践研究による検討を行った。その結果、参加した ASD 児に関して、選定された特別な興味の対

象が社会的好子としての効力を発揮したにもかかわらず、ビデオヒーローモデリングの効果が限定的であ

った。ヒーローからの称賛が好子として機能するとしても、そのことが必ずしもビデオヒーローモデリン

グによる効果を予想させるものではないことが示唆された。 

第２節では、第４章及び本章第１節の結果と関連付けながら、日常的に「強い興味の対象」の模倣をし

て楽しむ姿が確認されていることがビデオヒーローモデリングの適用条件として使えそうであることを

述べた。 



 

第６章 結語 

本章は、各章の成果を総括し、ビデオヒーローモデリングが ASD 児の行動変容に貢献するためには、

モデルとして使われる対象が本人の中で同一でありたいと思う対象としての地位を確立していることが

必要であること、その判断においては日常生活において頻繁にその対象を模倣する様子が観察されること

が鍵になることを述べた。今後の課題として、交絡変数を可能な限り統制しつつ実践研究を積み重ね、ビ

デオヒーローモデリングの作用機序仮説を検証していくことが必要であることを指摘した。 

 

２．審査経過 

（１）独創性と発展性について 

これまでの先行研究では、「他者と同一であること」や「他者による称賛」といった事象に代表される

社会的構築物は ASD 児にとって価値を持ちにくいものとして位置づけられ、介入方略の中核として利用

されることはなかった。本研究では、これまでの常識を打ち破り、他者と同一であることや他者による称

賛が ASD 児にとって価値ある事象となるような変換装置としての機能をビデオヒーローモデリングに見

出し、その適用可能性と適用条件について一定程度示すことができた点が高く評価される。また、ASDの

特性の一つである自他の未分化性の高さについては、通常、改善されるべきものとして否定的に捉えられ

ているが、その特性を逆に強みとして生かす介入方略としてもビデオヒーローモデリングは位置づけられ

る可能性があり、今後、この枠組みを用いて研究を発展させることが望まれる。さらには、ASD 以外の障

害のある子どもや定型発達の子どもを対象として同様の研究を行い、ビデオヒーローモデリングの適用に

関する ASD 特有の条件について明らかにすることも期待される。 

（２）学校教育の実践への貢献について 

いずれの実践研究においても、ビデオヒーローモデリングは担任教師によって実施されており、この介

入方略の実施における社会的妥当性は高いと言える。特別支援学校等での ASD 児の学習・生活指導にお

いては、「それを実行したとしても本人にとって価値ある結果が即座には伴いにくい」という性質を持つ

課題を取り上げて教えなければならない場面が少なからず存在するが、本研究の成果は、そうした場面に

適用可能な解決策をもたらすものとして高く評価される。 

 ３．審査結果 

 以上により、本審査委員会は、髙橋彩 の提出した学位論文が博士（学校教育学）の学位を授与するに

ふさわしい内容であると判断し、全員一致で合格と判定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




